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 ヘルプを印刷

2024/08/27（予定） 機能追加

『奉行Edge 年末調整申告書クラウド』の利用者を自動で作成する機能
を追加

年末調整申告書

今まで新入社員が入社した際に、当サービスの社員として登録した後で、さらに［年末調整申告書クラウド利用者設定］メニュー
で『奉行Edge 年末調整申告書クラウド』の利用者として追加する必要がありました。
今回から社員を登録した後に利用者種類を選択するだけで、社員が利用者として自動で作成されるようになります。
また、すでに関連付けされている社員に［社員情報］メニューで扶養親族を追加した場合も、『奉行Edge 年末調整申告書クラウ
ド』の利用者情報が自動で更新されます。

これに伴い、以下のメニューのメニュー名が変更、新たに追加されます。

変更前 変更後

[年末調整]
　-[年末調整申告書クラウド]
　　-[年末調整申告書クラウド利用者設定]メニュー

[年末調整]
　-[年末調整申告書クラウド]
　　-[年末調整申告書クラウド利用者保守]メニュー　

  新規追加

 
[社員情報]
　-[社員情報]
　　-[年末調整申告書クラウド利用者設定]メニュー

新たに追加された［年末調整申告書クラウド利用者設定］メニューでは、『奉行Edge 年末調整申告書クラウド』の利用者種類の
選択とサービス利用の有効・無効を設定します。

利用者を自動で作成する場合

1.  ［年末調整申告書クラウド］メニューの連携方法で、「ＯＢＣｉＤの設定内容に従う」「社用e-Mail1を利用者ＩＤとする」

「社員番号を利用者ＩＤとする」から選択します。
なお、「ＯＢＣｉＤの設定内容に従う」はご利用の製品によって表示されません。表示されている場合は、「ＯＢＣｉＤの設
定内容に従う」を選択してください。

2. ［F12：登録］を押すと、現在の社員情報と『奉行Edge 年末調整申告書クラウド』の利用者情報が同期します。

3. 新たに追加された［社員情報 - 社員情報 - 年末調整申告書クラウド利用者設定］メニューを選択し、利用者種類を「申告書提

出者」として登録します。

注意 連携方法が「［年末調整申告書クラウド利用者保守］メニューで利用者連携する」の場合は、自動で利用者は作成されま
せん。
今まで通り、年末調整処理をはじめる前に［年末調整申告書クラウド利用者保守］メニューで「利用者情報の初期設定」
「利用者情報の更新」「利用者情報の利用停止」を実行する必要があります。
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キーワードで検索できます

https://support.obc.jp/hc/ja
https://support.obc.jp/hc/ja/categories/900000159163-%E7%B5%A6%E4%B8%8E%E5%A5%89%E8%A1%8C%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%83%89
https://support.obc.jp/hc/ja/sections/900000360663-%E3%83%AA%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%88
https://www.printfriendly.com/
https://www.printfriendly.com/
https://support.obc.jp/hc/ja/articles/900004080046
https://support.obc.jp/hc/ja/articles/900004095566
https://support.obc.jp/hc/ja


追加メニュー

［社員情報 - 社員情報 - 年末調整申告書クラウド利用者設定］メニュー

対応メニュー

［法人情報 - サービス連携 - 年末調整申告書クラウド］メニュー
［年末調整 - 年末調整申告書クラウド - 年末調整申告書クラウド利用者保守］メニュー

 

 

 

内容については、変更または次回以降へ延期する場合があります。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


